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奄美大島について
• 鹿児島県に所在（鹿児島本土と沖縄島のほぼ中間）。

• 有人８島からなる奄美群島の中で最大
の島。

• 5市町村（奄美市・大和村・宇検村・
瀬戸内町・龍郷町）が所在

• 人口は58,738人

• 面積は812.35㎢（加計呂麻島、請島、与路島の面積

含む）

• 面積の８割強が山林

• 年平均気温は21.6℃

• 年平均降水量は約2,800ｍｍ

• 北部にはなだらかな地形と海岸線が、
中南部には深い山林が、海岸部にはサ
ンゴ礁がそれぞれ広がる。

出典：（一社)あまみ大島観光物産連盟
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自然景観だけでなく、

奄美群島の貴重な

生態系を保全

人と自然の関わりの中で育まれて
きた文化

将来に守りつないでいく

生態系管理型

環境文化型

奄美群島国立公園（H29.3.7指定）
国内最大規模の亜熱帯照葉樹林とその生態系、世界的北限に位置するサ
ンゴ礁、マングローブや干潟等多様な自然環境を有し、これらの自然と
人とのかかわりを示す有形無形の文化景観が評価。



鹿児島県奄美市
Amami City

環境文化の事例
1.島唄・島口ことわざ
・唄半学、「朝花節」「糸繰節」「黒だんど節」など
・「水や山うかげ 人や世間うかげ」

3.大島紬
奄美に自生するシャリンバイと鉄分を含む泥田を用いて染色

4.豊年祭
豊作を祈る祭り、集落ごとの豊年祭、シッチョガマ、平瀬マンカイ

5.集落景観
サンゴの生垣、大島紬の泥田、高倉、神道、神山、立神、島建
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環境文化を活用した観光事例
奄美群島観光物産協会の体験プログラム
（あまみシマ博覧会）

あまみシマ博覧会
主催：奄美群島観光物産協会
内容：奄美群島の各種プログラムを紹介
自然や文化に関する各種アクティビティ有
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世界自然遺産登録地「奄美大島」

出典：「世界遺産一覧表記載推薦書 奄美大島、徳之島、
沖縄島北部及び西表島（仮訳）」（日本国政府）

大陸との分断・結合を繰り返した独特な地史を背景に、多くの絶滅危惧種・固有種の生
息・生育地であり、生物多様性上重要な地域（評価基準：生物多様性に該当）。

令和3年7月26日に世界自然遺産登録が決定。これを記念し、奄美大島5市町村では、
「奄美・沖縄世界自然遺産の日」条例を制定。
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• H25年度に島内の全５市町村で立ち
上げ。事務局は奄美市。

• 希少野生動植物の保護に関する条例
（島内5市町村共通）や希少種保護
パトロール、外来種駆除、自然保護
に関する普及啓発などを連携し実施。

• 複数自治体で地域戦略を定めた初の
事例である「奄美大島生物多様性地
域戦略」策定

子ども世界自然遺産講座（屋久島での環境学習）

奄美大島自然保護協議会

島内一円を対象とした希少種保護パトロール 奄美大島生物多様性地域戦略
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野生動物観察を目的としたナイトツアー利用が増加し、

• 野生動物の交通事故

• 利用者同士のトラブル

等が報告されている三太郎線周辺を対象に、

10/29から夜間利用ルールを試行

【利用ルールの概要】
・時速10km以下で走行。観察ルールの順守
・三太郎線：webでの事前予約台数制限（東
西それぞれから30分おきに1台ずつ）。
・スタル俣線は夜間通行止め
・石原栄間線通行の際は密猟対策に協力

ナイトツアー利用ルール試行（三太郎線周辺）
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世界自然遺産を巡る様々な取組

○ピンチをチャンスに（登録延期後の対応）
⇒推薦区域の修正、利用ルールの検討・試行、啓発イベントや環境学習講座等

○多様な主体との連携（外来種駆除）
⇒世界自然遺産推進共同体、エコツアーガイド連絡協議会、建設業協会、地元
集落など

○遺産効果の最大化、経済効果の波及
⇒世界自然遺産の公民連携協議会（R4予定）

遺産効果を最大化し、経済効果の波及を目的に多様な主体が集い議論する場
（プラットフォーム）を奄美市で構築し、市民参加型の施策構築に寄与
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ご清聴、ありがっさまりょ～た！


